
　

エ
ジ
プ
ト
で
は
、
二
〇
一
一
年
一
月

二
五
日
に
大
規
模
な
反
体
制
運
動
が
発

生
し
た
。
そ
の
後
、
金
曜
日
ご
と
に
繰

り
返
さ
れ
た
大
規
模
デ
モ
は
、
二
月
一

一
日
に
ム
バ
ー
ラ
ク
大
統
領
が
退
陣
し

た
こ
と
で
、
一
・
二
五
革
命
と
し
て
成

就
し
た
。
大
統
領
退
陣
直
後
は
国
全
体

が
高
揚
感
に
包
ま
れ
、
民
主
的
で
公
正

な
社
会
の
実
現
へ
の
期
待
が
高
ま
っ

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
短
期
間
で
新
し

い
統
治
体
制
へ
の
道
筋
を
つ
け
る
こ
と

は
適
わ
ず
、
二
〇
一
一
年
の
エ
ジ
プ
ト

は
迷
走
し
た
。

　

ム
バ
ー
ラ
ク
政
権
の
崩
壊
に
よ
っ
て

政
治
権
力
を
掌
握
し
た
軍
最
高
評
議
会

は
、
当
初
は
半
年
を
目
処
に
大
統
領
選

挙
を
実
施
し
新
政
権
に
権
力
を
移
譲
す

る
計
画
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

大
統
領
選
挙
の
日
程
は
い
ま
だ
流
動
的

で
、
現
在
も
軍
最
高
評
議
会
に
よ
る
統

治
が
続
い
て
い
る
。
暫
定
統
治
体
制
が

当
初
の
見
込
み
以
上
に
長
引
い
て
い
る

の
は
、
新
し
い
政
治
体
制
の
構
築
を
め

ぐ
る
議
論
が
紛
糾
し
た
た
め
で
あ
る
。

そ
の
結
果
、
ム
バ
ー
ラ
ク
大
統
領
退
陣

後
も
断
続
的
に
デ
モ
が
発
生
す
る
な

ど
、
不
透
明
な
情
勢
が
長
期
化
し
て
い

る
。

　

新
体
制
の
構
築
を
め
ぐ
る
迷
走
は
、

経
済
状
況
に
も
影
響
を
与
え
て
い
る
。

一
・
二
五
革
命
を
契
機
に
再
び
活
発
化

し
た
労
働
ス
ト
ラ
イ
キ
の
波
は
、
公
的

部
門
を
中
心
に
現
在
ま
で
続
い
て
い

る
。
ま
た
、
近
年
の
エ
ジ
プ
ト
の
経
済

成
長
を
牽
引
し
て
い
た
海
外
直
接
投
資

の
流
入
は
、
大
幅
に
減
少
し
た
ま
ま
で

あ
る
。
さ
ら
に
、
株
価
の
低
迷
、
失
業

率
の
上
昇
な
ど
、
二
〇
一
一
年
を
通
し

て
経
済
は
停
滞
し
た
。

　

政
変
に
よ
っ
て
一
時
的
に
政
治
・
経

済
状
況
が
混
乱
す
る
こ
と
は
不
可
避
で

あ
り
、
エ
ジ
プ
ト
に
お
い
て
も
当
面
の

困
難
は
予
想
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
な

が
ら
、
当
初
の
予
想
以
上
に
混
乱
が
続

き
、
現
在
の
エ
ジ
プ
ト
は
い
ま
だ
不
安

定
な
状
況
下
に
あ
る
。
そ
の
結
果
、
経

済
の
低
迷
長
期
化
が
懸
念
さ
れ
て
い

る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
一
・
二
五

革
命
の
経
済
面
へ
の
影
響
に
つ
い
て
、

現
在
ま
で
の
経
済
動
向
を
振
り
返
る
と

と
も
に
、
二
〇
一
二
年
以
降
の
経
済
を

展
望
す
る
。
特
に
、
ム
バ
ー
ラ
ク
政
権

崩
壊
後
の
経
済
運
営
の
模
索
と
今
後
の

方
向
性
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

●�

ム
バ
ー
ラ
ク
政
権
期
の
エ
ジ
プ

ト
経
済

　

は
じ
め
に
一
・
二
五
革
命
以
前
の
エ

ジ
プ
ト
の
経
済
状
況
を
概
観
す
る
。
図

1
は
ム
バ
ー
ラ
ク
政
権
期
（
一
九
八
一

～
二
〇
一
〇
年
）
の
経
済
成
長
率
を
示

し
た
も
の
で
あ
る
。
過
去
三
〇
年
の
エ

ジ
プ
ト
経
済
は
、
一
九
八
〇
年
代
の
成

長
率
低
下
、
一
九
九
〇
年
代
か
ら
二
〇

〇
〇
年
に
か
け
て
の
成
長
、
二
〇
〇
〇

年
代
半
ば
以
降
の
高
成
長
、
の
三
つ
の

局
面
に
区
分
で
き
る
。

　

ム
バ
ー
ラ
ク
政
権
発
足
直
後
の
エ
ジ

プ
ト
経
済
は
、
一
九
七
〇
年
代
後
半
か

ら
の
好
景
気
の
時
期
に
あ
っ
た
。
エ
ジ

プ
ト
経
済
は
、
経
済
自
由
化
政
策
と
国

際
原
油
価
格
の
高
騰
に
よ
っ
て
、
高
成

長
を
実
現
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
例
え

ば
、
一
九
七
五
年
か
ら
の
一
〇
年
間
の

一
人
当
た
り
所
得
の
年
間
平
均
成
長
率

は
五
％
以
上
を
記
録
し
、
第
二
次
世
界

大
戦
以
降
で
最
も
所
得
の
上
昇
が
み
ら

れ
た
期
間
と
な
っ
た
（
参
考
文
献
①
）。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
時
期
の
高
成
長

は
持
続
可
能
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

高
成
長
を
支
え
た
の
は
、
石
油
関
連
収

入（
石
油
輸
出
と
ス
エ
ズ
運
河
通
行
料
）

エジプト
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図1　経済成長率の推移

（出所）World Development Indicators (World Bank).

一・
二
五
革
命
後
の
エ
ジ
プ
ト
経
済

土
屋
一
樹

「アラブの春」と
中東政治の構造変容

「アラブの春」と
中東政治の構造変容
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お
よ
び
産
油
国
へ
の
出
稼
ぎ
労
働
者
送

金
の
増
加
で
あ
り
、
国
内
産
業
の
発
展

で
は
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。
ま
た
、

同
時
期
は
エ
ジ
プ
ト
政
府
の
対
外
借
入

が
大
幅
に
増
加
し
た
期
間
で
あ
っ
た
。

そ
の
結
果
、
一
九
八
〇
年
代
半
ば
以
降

に
原
油
価
格
が
低
迷
す
る
と
、
エ
ジ
プ

ト
の
経
済
状
況
は
急
速
に
悪
化
し
た
。

な
か
で
も
対
外
債
務
の
返
済
が
困
難
と

な
り
、Ｉ
Ｍ
Ｆ
に
融
資
を
求
め
る
な
ど
、

財
政
危
機
が
顕
在
化
し
た
。

　

エ
ジ
プ
ト
政
府
は
、
一
九
九
〇
年
代

に
Ｉ
Ｍ
Ｆ
・
世
界
銀
行
の
勧
告
に
基
づ

く
構
造
調
整
政
策
を
導
入
し
た
。
エ
ジ

プ
ト
に
と
っ
て
は
実
質
的
に
初
の
構
造

調
整
政
策
の
実
施
で
あ
り
、
一
九
九
〇

年
代
後
半
に
進
展
し
た
民
営
化
と
合
わ

せ
、
一
九
九
〇
年
代
の
エ
ジ
プ
ト
は
経

済
改
革
期
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
時
期
の
エ
ジ
プ
ト
経
済
は
、
マ
ク

ロ
経
済
の
安
定
化
を
達
成
し
、
経
済
成

長
率
は
上
昇
傾
向
と
な
っ
た
。
一
九
九

〇
年
代
終
わ
り
と
二
〇
〇
〇
年
代
前
半

に
成
長
率
が
低
下
し
た
が
、
そ
れ
は
世

界
経
済
の
悪
化
と
同
期
し
た
動
き
で
あ

り
、
対
外
的
な
要
因
の
影
響
も
受
け
た

こ
と
が
推
測
で
き
る
。

　

過
去
四
半
世
紀
で
最
も
経
済
が
好
調

だ
っ
た
時
期
は
二
〇
〇
〇
年
代
後
半
で

あ
る
。
こ
の
時
期
の
高
成
長
は
、
二
〇

〇
〇
年
代
に
な
っ
て
上
昇
傾
向
と
な
っ

た
国
際
原
油
価
格
と
、
国
内
経
済
改
革

の
再
開
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
。
原

油
価
格
の
上
昇
は
、
石
油
関
連
収
入
の

増
加
や
湾
岸
産
油
国
か
ら
の
投
資
流
入

を
も
た
ら
し
、
エ
ジ
プ
ト
経
済
の
成
長

要
因
と
な
っ
た
。
ま
た
、
二
〇
〇
四
年

に
発
足
し
た
ナ
ズ
ィ
ー
フ
内
閣
に
よ
る

経
済
改
革
は
、
税
率
削
減
、
投
資
環
境

の
改
善
、
輸
出
支
援
な
ど
、
民
間
企
業

の
活
動
を
促
進
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ

た
。
そ
れ
ら
の
結
果
、
エ
ジ
プ
ト
経
済

の
成
長
率
は
二
〇
〇
〇
年
代
後
半
に

七
％
と
な
り
、
二
〇
年
ぶ
り
の
成
長
率

を
記
録
し
た
。
ま
た
世
界
経
済
が
失
速

し
た
二
〇
〇
八
年
以
降
も
エ
ジ
プ
ト
経

済
は
相
対
的
に
高
成
長
を
維
持
し
た
。

　

そ
の
一
方
で
、
二
〇
〇
〇
年
代
後
半

の
エ
ジ
プ
ト
は
、
経
済
的
な
不
満
が
表

面
化
し
た
時
期
で
も
あ
っ
た
。
例
え
ば

二
〇
〇
六
年
末
以
降
に
公
的
部
門
の
労

働
者
に
よ
る
労
働
ス
ト
ラ
イ
キ
が
活
発

化
し
た
。
ス
ト
の
主
な
要
求
は
賃
金
引

き
上
げ
で
あ
り
、
最
大
の
雇
用
部
門
で

あ
る
公
的
部
門
労
働
者
の
不
満
は
高

ま
っ
て
い
た
。
そ
の
要
因
の
一
つ
は
高

イ
ン
フ
レ
率
に
伴
う
実
質
所
得
の
減
少

で
あ
る
。
エ
ジ
プ
ト
の
イ
ン
フ
レ
率
は

二
〇
〇
〇
年
代
後
半
に
上
昇
傾
向
と
な

り
、
な
か
で
も
国
際
穀
物
価
格
が
高
騰

し
た
二
〇
〇
八
年
に
は
二
〇
％
を
超
え

た
。

●
一・
二
五
革
命
時
の
経
済
的
要
求

　

エ
ジ
プ
ト
の
政
治
情
勢
は
、
二
〇
一

一
年
一
月
二
五
日
の
デ
モ
に
よ
っ
て
突

然
緊
迫
化
し
た
。
民
主
化
を
希
求
す
る

若
者
グ
ル
ー
プ
が
中
心
と
な
っ
て
計
画

さ
れ
た
抗
議
デ
モ
は
、
事
前
の
予
想
を

は
る
か
に
上
回
る
規
模
と
な
り
、
一
夜

に
し
て
政
権
を
揺
さ
ぶ
る
こ
と
と
な
っ

た
の
で
あ
る
。

　

抗
議
デ
モ
の
当
初
に
は
政
治
的
要
求

だ
け
で
な
く
、
多
様
な
ス
ロ
ー
ガ
ン
が

掲
げ
ら
れ
た
。
経
済
的
な
要
求
で
は
、

賃
金
引
き
上
げ
と
雇
用
が
最
大
の
も
の

で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
、
ム
バ
ー
ラ

ク
大
統
領
は
経
済
対
策
の
必
要
性
を
認

め
、
内
閣
を
刷
新
す
る
と
と
も
に
、
公

務
員
賃
金
の
引
き
上
げ
、
年
金
支
給
額

の
引
き
上
げ
、
政
府
雇
用
の
拡
大
な
ど

を
約
束
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
デ
モ

参
加
者
の
要
求
は
急
速
に
大
統
領
退
陣

に
収
れ
ん
し
、
二
月
初
め
に
は
抗
議
デ

モ
の
焦
点
は
大
統
領
の
進
退
を
め
ぐ
る

攻
防
と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
政
権
の

経
済
施
策
は
抗
議
デ
モ
の
沈
静
化
に
結

び
つ
か
な
か
っ
た
。

　

他
方
、
二
月
上
旬
以
降
に
国
内
各
地

で
労
働
ス
ト
ラ
イ
キ
が
活
発
化
し
た
。

ス
ト
は
企
業
部
門
だ
け
で
な
く
、
省
庁

や
公
立
病
院
と
い
っ
た
多
く
の
公
的
部

門
に
及
び
、
共
通
す
る
要
求
項
目
と
し

て
、
不
当
に
低
い
賃
金
の
引
き
上
げ
、

非
正
規
雇
用
者
の
正
規
雇
用
へ
の
転

換
、
腐
敗
し
た
経
営
陣
（
幹
部
）
の
交

代
が
掲
げ
ら
れ
た
。
労
働
ス
ト
ラ
イ
キ

は
、
一
部
は
大
統
領
退
陣
を
求
め
る
反

体
制
デ
モ
に
同
調
す
る
も
の
で
あ
っ
た

が
、
多
く
は
経
済
的
な
待
遇
改
善
に
焦

点
を
当
て
た
も
の
で
あ
っ
た
。
と
は
言

え
、
こ
の
時
期
に
労
働
ス
ト
ラ
イ
キ
が

続
発
し
た
の
は
、
当
然
な
が
ら
、
反
体

制
運
動
に
触
発
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

以
前
の
労
働
ス
ト
ラ
イ
キ
で
は
目
立
た

な
か
っ
た
不
正
の
追
及
（
腐
敗
し
た
経

営
陣
の
交
代
）
を
主
な
要
求
の
一
つ
と

し
た
こ
と
か
ら
も
推
測
で
き
る
よ
う
に
、

労
働
者
は
不
正
と
不
公
正
の
是
正
を
求

め
て
お
り
、反
体
制
デ
モ
と
同
様
に
、「
公

正
」
が
実
現
す
れ
ば
彼
ら
の
困
難
は
解

決
さ
れ
る
と
考
え
て
い
た
。

●
革
命
後
の
エ
ジ
プ
ト
経
済

　

ム
バ
ー
ラ
ク
大
統
領
は
二
月
一
一
日

に
退
陣
し
た
。
一
月
二
五
日
に
発
生
し

た
大
規
模
な
反
体
制
運
動
は
、
わ
ず
か

一
八
日
間
で
政
権
崩
壊
に
ま
で
到
達
し

た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
労
働

ス
ト
ラ
イ
キ
は
大
統
領
退
陣
後
も
沈
静

化
し
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
ス
ト
は
警
察

や
金
融
な
ど
さ
ら
に
多
く
の
部
門
に
広

が
り
、
す
べ
て
の
銀
行
が
臨
時
休
業
す

る
な
ど
、
経
済
活
動
へ
の
影
響
の
深
刻

化
が
懸
念
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
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政
権
崩
壊
後
の
労
働
ス
ト
ラ
イ
キ

は
、
法
定
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
、
新

た
な
労
働
組
合
連
合
の
結
成
な
ど
、

個
々
の
経
済
的
な
待
遇
改
善
要
求
と
と

も
に
、
労
働
政
策
全
般
に
対
す
る
要
望

が
掲
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
全
国

各
地
に
労
働
ス
ト
ラ
イ
キ
が
広
が
る
に

従
っ
て
、
結
果
的
に
労
働
ス
ト
ラ
イ
キ

が
一
層
政
治
化
し
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

そ
れ
に
対
し
、
軍
最
高
評
議
会
に

よ
っ
て
任
命
さ
れ
た
暫
定
内
閣
は
、
強

行
策
と
懐
柔
策
を
使
い
分
け
な
が
ら
経

済
的
混
乱
の
終
息
を
図
っ
た
。
ス
ト
の

連
鎖
に
対
し
て
は
、
国
民
の
反
発
を
招

く
こ
と
が
明
ら
か
に
も
関
わ
ら
ず
、
労

働
ス
ト
ラ
イ
キ
を
禁
止
す
る
行
政
命
令

を
出
し
た
。
そ
の
一
方
で
、
法
定
最
低

賃
金
の
改
定
、
新
た
な
労
働
組
合
連
合

の
設
立
容
認
、
非
正
規
公
務
員
の
正
規

化
（
四
五
万
人
規
模
）、
不
動
産
税
の

適
用
延
期
、
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
税
の

見
送
り
な
ど
、
国
民
の
要
求
に
応
え
る

方
針
を
打
ち
出
し
た
。し
か
し
な
が
ら
、

ス
ト
禁
止
令
は
実
効
性
に
欠
け
、
ま
た

懐
柔
策
の
即
時
実
施
は
一
部
に
留
ま
っ

た
た
め
、
労
働
ス
ト
ラ
イ
キ
の
沈
静
化

に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
九
月
以

降
に
労
働
ス
ト
ラ
イ
キ
が
再
び
増
加
す

る
な
ど
、
労
働
者
の
不
満
は
解
決
さ
れ

な
か
っ
た
。

　

二
〇
一
一
年
の
暫
定
内
閣
の
経
済
運

営
は
、
安
定
化
の
達
成
を
最
優
先
と
す

る
も
の
だ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
そ

れ
は
前
述
の
よ
う
に
国
民
の
要
求
を
受

け
入
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
投
資
家

の
不
安
を
取
り
除
く
こ
と
で
あ
っ
た
。

投
資
家
（
特
に
海
外
の
投
資
家
）
に
対

し
て
は
、
今
後
の
経
済
政
策
に
お
い
て

も
市
場
経
済
制
度
重
視
の
路
線
に
変
更

は
な
い
こ
と
、
お
よ
び
違
法
行
為
が
判

明
し
な
い
限
り
ム
バ
ー
ラ
ク
政
権
期
の

政
府
と
の
契
約
は
有
効
で
あ
る
こ
と
を

明
言
し
、投
資
環
境
の
維
持
を
図
っ
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
エ
ジ
プ
ト
経
済
に

は
い
ま
だ
回
復
の
兆
し
が
見
ら
れ
な

い
。
表
1
は
一
・
二
五
革
命
前
後
の
経

済
状
況
を
概
観
し
た
も
の
で
あ
る
。
二

〇
一
〇
年
の
後
半
は
、
前
年
同
期
と
比

較
す
る
と
、
経
済
成
長
率
、
輸
出
、
投

資
、
外
国
人
観
光
客
数
の
い
ず
れ
も
増

加
し
て
お
り
、
エ
ジ
プ
ト
経
済
は
二
〇

〇
九
年
の
減
速
か
ら
復
調
し
つ
つ
あ
っ

た
こ
と
が
分
か
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

一
・
二
五
革
命
を
境
に
経
済
は
停
滞
し
、

な
か
で
も
対
内
直
接
投
資
と
外
国
人
観

光
客
が
大
幅
に
減
少
し
た
。
二
〇
一
一

年
後
半
の
統
計
は
ま
だ
公
表
さ
れ
て
い

な
い
が
、
一
・
二
五
革
命
の
経
済
的
影

響
と
し
て
、
短
期
的
に
は
特
に
海
外
か

ら
エ
ジ
プ
ト
へ
の
資
金
流
入
の
減
少
を

招
い
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

他
方
で
、
エ
ジ
プ
ト
の
民
主
化
へ
の

移
行
を
支
援
す
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
に

多
く
の
国
際
支
援
が
表
明
さ
れ
て
い

る
。例
え
ば
、二
〇
一
一
年
五
月
に
ド
ー

ヴ
ィ
ル
で
開
催
さ
れ
た
Ｇ
8
サ
ミ
ッ
ト

で
は
、「
ア
ラ
ブ
の
春
」
を
支
援
す
る

た
め
に
「
ド
ー
ヴ
ィ
ル
・
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
」と
い
う
枠
組
み
が
形
成
さ
れ
、

チ
ュ
ニ
ジ
ア
と
エ
ジ
プ
ト
に
対
し
、
今

後
二
年
間
で
最
大
二
〇
〇
億
ド
ル
の
支

援
を
行
う
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。
そ
の

後
、
ヨ
ル
ダ
ン
と
モ
ロ
ッ
コ
を
支
援
対

象
国
に
加
え
る
と
と
も
に
、
最
大
支
援

額
を
三
八
〇
億
ド
ル
に
増
額
す
る
な

ど
、支
援
枠
組
み
の
拡
充
が
行
わ
れ
た
。

ま
た
、
二
国
間
支
援
で
は
、
ア
メ
リ
カ

や
フ
ラ
ン
ス
な
ど
の
先
進
国
に
加
え

て
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
、
Ｕ
Ａ
Ｅ
、
カ

タ
ル
、
ク
ウ
ェ
ー
ト
と
い
っ
た
ア
ラ
ブ

諸
国
も
エ
ジ
プ
ト
へ
の
経
済
支
援
を
表

明
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
国
際
社
会
か
ら
の

支
援
に
対
し
、
軍
最
高
評
議
会
は
当
初

慎
重
な
対
応
を
取
っ
た
。
二
〇
一
一
年

六
月
に
暫
定
内
閣
が
Ｉ
Ｍ
Ｆ
と
合
意
し

た
三
二
億
ド
ル
の
融
資
を
承
認
し
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。軍
最
高
評
議
会
は
、

対
外
債
務
の
増
加
を
懸
念
し
た
と
言
わ

れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
暫
定
内
閣
は

二
〇
一
一
／
一
二
年
度
の
財
政
支
出

計
画
を
修
正
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
補
助
金

や
公
共
投
資
を
削
減
せ
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
。

●�

二
〇
一
二
年
以
降
の
経
済
課
題

と
見
通
し

　

現
在
の
エ
ジ
プ
ト
は
新
体
制
の
構
築

過
程
に
あ
り
、
正
式
な
統
治
体
制
の
確

立
は
二
〇
一
二
年
後
半
以
降
に
な
る
見

通
し
で
あ
る
。
従
っ
て
、
少
な
く
と
も

そ
れ
ま
で
は
暫
定
内
閣
に
よ
る
経
済
運

表1　エジプトの経済状況
2010年
7-9月

2010年
10-12月

2011年
1-3月

2011年
4-6月

2011年
7-9月

GDP成長率 （％） 5.5 5.6 －4.3 0.4 ．．

インフレ率（都市部） （％） 10.7 10.5 11.0 11.9 9.0

輸出増加率 （％） 13.4 11.7 1.5 －7.3 ．．

国内投資増加率 （％） 23.7 13.5 －27.6 －1.9 ．．

対内直接投資増加率 （％） 18.8 17.7 －38.0 －33.7 ．．

外国人観光客増加率 （％） 12.6 15.8 －45.3 －35.4 ．．

為替レート LE/＄ 5.69 5.75 5.87 5.94 5.95

（出所）Financial Monthly (Ministry of Finance), Monthly Statistical Bulletin (Central Bank of Egypt)から筆者作成。
（注）国内投資は名目増加率。
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営
が
続
く
こ
と
に
な
り
、
中
長
期
的
な

政
策
方
針
を
決
定
す
る
こ
と
は
困
難
で

あ
る
。
そ
れ
は
経
済
政
策
に
つ
い
て
も

同
様
と
考
え
ら
れ
、
新
大
統
領
が
選
出

さ
れ
る
ま
で
の
経
済
開
発
方
針
は
現
状

維
持
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
だ
ろ
う
。

つ
ま
り
、
短
期
的
な
経
済
運
営
は
、
こ

れ
ま
で
の
開
発
枠
組
み
を
継
続
す
る
と

と
も
に
、
経
済
安
定
化
が
最
優
先
政
策

に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
な
か
で
も
、

労
働
ス
ト
の
沈
静
化
、
物
価
安
定
、
補

助
金
制
度
の
運
用
が
重
視
さ
れ
る
だ
ろ

う
。
い
ず
れ
も
す
で
に
顕
在
化
し
て
い

る
課
題
で
あ
る
が
、
経
済
安
定
化
の
た

め
に
は
引
き
続
き
優
先
的
な
対
応
が
求

め
ら
れ
る
問
題
で
あ
る
。

　

一
方
で
、
民
間
企
業
、
な
か
で
も
外

国
企
業
に
懸
念
さ
れ
て
い
る
の
が
、
社

会
・
司
法
・
政
治
状
況
の
経
済
活
動
へ

の
影
響
で
あ
る
。
主
な
懸
念
と
し
て
、

治
安
の
悪
化
、
民
営
化
無
効
判
決
、
統

治
体
制
の
行
方
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

治
安
の
悪
化
で
は
、
こ
れ
ま
で
目
立
た

な
か
っ
た
銃
器
を
用
い
た
強
盗
事
件
や

誘
拐
事
件
の
発
生
が
報
じ
ら
れ
、
治
安

状
況
に
対
す
る
不
安
が
高
ま
っ
て
い

る
。
ま
た
、
抗
議
活
動
に
よ
る
道
路
の

封
鎖
や
鉄
道
の
往
来
妨
害
と
い
っ
た
日

常
生
活
へ
の
影
響
、
あ
る
い
は
デ
モ
隊

と
当
局
と
の
衝
突
に
よ
る
都
市
機
能
の

停
止
な
ど
も
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

　

司
法
判
決
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
ム

バ
ー
ラ
ク
政
権
期
に
実
施
さ
れ
た
国
有

企
業
の
民
営
化
、
国
有
地
の
売
却
、
事

業
免
許
の
交
付
な
ど
を
無
効
と
す
る
判

決
が
出
さ
れ
た
。
無
効
理
由
は
、
法
に

則
っ
た
手
続
き
が
さ
れ
な
か
っ
た
こ

と
、
お
よ
び
売
却
額
が
低
す
ぎ
る
こ
と

で
あ
る
。
な
か
に
は
一
五
年
以
上
前
に

民
営
化
さ
れ
た
企
業
も
含
ま
れ
て
い

た
。
今
後
も
瑕
疵
の
疑
い
の
あ
る
契
約

に
つ
い
て
調
査
が
進
め
ら
れ
る
見
込
み

で
あ
り
、
政
府
の
対
応
を
含
め
、
ど
の

よ
う
な
展
開
に
な
る
の
か
先
が
見
通
せ

な
い
状
況
に
あ
る
。

　

政
治
状
況
で
は
、
一
・
二
五
革
命
後

の
政
治
分
野
で
の
主
要
論
点
の
一
つ
は

政
治
と
宗
教
（
イ
ス
ラ
ー
ム
）
の
関
わ

り
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
均
衡
点
は
ま
だ

み
え
て
こ
な
い
。
今
後
二
〇
一
二
年
三

月
に
召
集
予
定
の
人
民
議
会
に
お
い
て

新
し
い
統
治
枠
組
み
の
構
築
が
本
格
化

す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
な

が
ら
、
各
政
党
の
具
体
的
な
政
策
は
二

〇
一
一
年
一
一
月
の
選
挙
戦
に
お
い
て

も
ほ
と
ん
ど
語
ら
れ
ず
、
特
に
経
済
政

策
の
方
向
性
は
選
挙
の
争
点
と
な
ら
な

か
っ
た
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
足
下
の
治
安
状
況

が
不
安
定
な
う
え
に
、
今
し
ば
ら
く
は

暫
定
統
治
体
制
が
続
き
、
ま
た
各
政
党

の
政
策
も
明
ら
か
で
な
い
な
ど
、
社
会

政
治
状
況
の
見
通
し
は
引
き
続
き
不
透

明
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
二
〇
一
二
年

も
エ
ジ
プ
ト
経
済
は
停
滞
す
る
と
予
想

さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
は
二

〇
一
二
年
の
エ
ジ
プ
ト
経
済
の
成
長
率

を
一
・
八
％
と
予
測
し
て
い
る
。ム
バ
ー

ラ
ク
政
権
崩
壊
前
年
で
あ
る
二
〇
一
〇

年
の
エ
ジ
プ
ト
の
経
済
成
長
率
は
五
・

一
％
で
あ
り
、
ま
た
中
東
地
域
の
二
〇

一
二
年
の
予
想
成
長
率
が
三
・
六
％
で

あ
る
こ
と
と
比
較
す
る
と
、
エ
ジ
プ
ト

経
済
の
見
通
し
は
暗
い
も
の
と
な
っ
て

い
る
（
参
考
文
献
②
）。

　

他
方
、
中
長
期
的
に
は
、
経
済
環
境

の
改
善
が
期
待
で
き
る
。
例
え
ば
、
裁

判
に
よ
る
汚
職
追
及
は
、
政
府
と
企
業

の
「
不
透
明
な
」
関
係
を
暴
く
も
の
で

あ
り
、
政
府
と
企
業
の
間
の
結
託
を
阻

止
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
短

期
的
に
は
政
府
が
強
い
権
限
を
持
つ
イ

ン
フ
ラ
や
投
資
な
ど
の
部
門
に
混
乱
を

も
た
ら
し
か
ね
な
い
が
、
中
長
期
的
に

は
「
透
明
」
で
「
公
正
」
な
投
資
環
境

の
構
築
が
期
待
で
き
る
。
公
正
な
経
済

条
件
の
確
立
は
、
市
場
競
争
を
も
た
ら

し
、
経
済
成
長
に
寄
与
す
る
だ
ろ
う
。

　

二
〇
一
一
年
の
エ
ジ
プ
ト
は
、
タ
ハ

リ
ー
ル
広
場
を
舞
台
に
繰
り
広
げ
ら
れ

た
新
し
い
統
治
体
制
の
模
索
が
主
な
関

心
と
な
り
、
経
済
政
策
は
大
き
な
論
点

と
な
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

主
要
政
治
勢
力
は
、
市
場
経
済
体
制
の

維
持
・
促
進
と
い
う
経
済
開
発
政
策
の

基
本
的
方
向
性
に
つ
い
て
は
一
致
し
た

見
解
を
持
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
い

く
つ
か
の
特
定
の
論
点
（
例
え
ば
イ
ス

ラ
ー
ム
の
教
義
と
の
整
合
性
）
を
除
け

ば
、
基
本
的
な
経
済
政
策
の
方
針
を
め

ぐ
っ
て
深
刻
な
対
立
に
陥
る
こ
と
は
な

い
だ
ろ
う
。
従
っ
て
、
新
し
い
統
治
体

制
が
成
立
す
れ
ば
、
間
を
置
か
ず
し
て

経
済
開
発
政
策
の
方
針
が
明
ら
か
に
な

る
で
あ
ろ
う
。
現
在
の
エ
ジ
プ
ト
経
済

は
、
い
ま
だ
一
・
二
五
革
命
の
混
乱
の

な
か
で
停
滞
し
て
い
る
が
、
そ
の
一
方

で
、革
命
の
目
的
で
あ
る
「
社
会
公
正
」

を
体
現
し
た
統
治
体
制
が
構
築
さ
れ
る

こ
と
で
、
中
長
期
的
に
は
良
好
な
経
済

環
境
の
確
立
が
期
待
で
き
る
。

（
つ
ち
や　

い
ち
き
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究

所　

中
東
研
究
グ
ル
ー
プ
）
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